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千葉県地震被害想定調査結果について 

 
                         平成２８年５月１９日            

防災危機管理部防災政策課                             
０４３（２２３）３６９７ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

１ 想定した地震 

 最新の科学的知見や過去の被害地震を踏まえ、次の地震による被害を想定しました。 

  

 

 

 

 

 

 
 

２ 調査結果等 

（１）千葉県北西部直下地震の揺れと主な被害 

 ①最大想定震度：震度６強(千葉市、習志野市他２６市町) 

②液状化危険度：東京湾岸の埋立地を中心に液状化の可能性大 

③全壊・焼失建物数：約８１，２００棟 

④死者数：約２，１００人 

⑤帰宅困難者数：約１４７万人(県内に：約７３万人、県外に：約７４万人) 

⑥避難者数：約８０．６万人(最大) 
 

（２）房総半島東方沖日本海溝沿い地震による津波の高さとおもな被害 

①最大津波高：８．８ｍ(銚子市) 

②建物被害：全壊棟数約２，９００棟、半壊棟数約６，７００棟 

③人的被害：死者数 約５，６００人(最大) 

想定地震 主な被害想定項目 ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 震源

千葉県北西部直下地震 揺れ・火災等被害 7.3
習志野市と千葉市の境界
付近深さ約50km

房総半島東方沖
日本海溝沿い地震

津波被害 8.2
いすみ市南東約75km深さ
約25km

 県では、これまでも３回にわたり地震被害想定調査を実施し、地震

防災対策に取り組んできたところですが、東日本大震災や国の地震 

被害想定調査などから得られた最新の科学的知見を踏まえ、平成２６

年度から新たに地震被害想定調査を進めてきました。 

今回の調査は、県北西部直下での地震等を想定し、地震による揺れ

の強さ、建物全壊数、死傷者数などの被害の様相を明らかにし、地域

防災計画の修正など、地震防災対策の基礎資料とするものです。 

今後は、この調査結果をもとに、発生が危惧されている首都直下 

地震などに対する本県の防災・減災対策の強化に努めてまいります。 
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３ 今後の対応 

（１）調査結果を基に県の地震防災戦略や地域防災計画の修正に着手し、防災対策を 

強化します。 

（２）被害想定調査結果をまとめた｢ちば地震被害想定のホームページ｣を改訂すると 

ともに、想定結果と地域の災害リスクや事前の備えなどを盛り込んだパンフレット

を作成し、県民の自助力を促進します。 

（３）市町村に被害想定調査の詳細データを提供し、市町村地域防災計画の修正や地震

ハザードマップの作成を促進するなど、地域防災力の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

表 千葉県北西部直下地震の被害一覧 

建物被害 全壊・焼失棟数 約８１，２００棟

半壊棟数 約１５０，７００棟

人的被害 死者数 約２，１００人

(うち火災による) 約１，４００人

負傷者数 約２５，１００人

（うち重傷者数） 約４，１００人

避難者数 約８０６，６００人

帰宅困難者数（最大） 約１，４７７，０００人

ﾗｲﾌﾗｲﾝ被害 電力被害（供給停止率） 約４９％

上水道被害（機能支障人口） 約２，６１２，２００人

下水道被害(影響人口) 約１８４，６００人

都市ガス（停止戸数） 約４７９，０００戸

ＬＰガス(機能障害世帯数) 約８２，１００世帯

エレベータ停止台数 約２，５００台

携帯電話（停波基地局） 約４６％

災害廃棄物 約７，７８９，３００ｍ３

経済被害額 全体（直接被害) 約８．１４兆円

直接建物被害 約４．７２兆円


